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　株主のみなさまにおかれましては、平素より当社事業運営に対し格別のご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　本年度上期は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響と半導体を始めとした部品供給
問題に加え、鉄を始めとした原材料の高騰、ウクライナ紛争の影響による各種燃料費の 
急騰、急激かつ大幅な円安による輸入価格の高騰、更にはトラックシャシメーカの出荷 
停止問題等々、当社企業活動にとって様々なコストアップ要因と混乱が一気に現実となり
押し寄せた感があります。
　当社はこのような事態もある程度想定し、例え混迷の時代においても株主のみなさまの
期待を裏切ることのないよう、日頃から愚直な努力を積み上げてまいりました。モノづくり
体質強化に向けて「標準化」を基礎にした「絶え間ない改善」を社員全員が力を合わせて
取り組んでまいりました。まさに「体質強化なくして成長なし」という言葉の重さをこの 
厳しい環境下に実感し、強く再認識いたしております。
　引き続き、半導体を始めとした部品供給問題は正常化には程遠い状況にあり、ウクライナ
情勢の長期化や台湾情勢を始めとした地政学的リスクは短期に収束することは期待しにくい

状況、即ち混乱が続く様相を呈しております。
　しかしながら、当社はこのような混迷の時代の中で、 
お客さまを始め広く社会から圧倒的な信頼をいただける 
存在となるべく、新製品の投入や新事業の展開等、
果敢に新しい挑戦を始めており、一部その成果が 
形になりつつあります。
　株主のみなさまにおかれましては、当社のこの挑戦に
対しまして、引き続き深いご理解と温かいご支援を
賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

代表取締役社長　山岸 俊哉

株主のみなさまへ

お客さま、そして社会からの信頼を大切にし、
混迷の時代に力強く「攻めに転じます」
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新事業展開に向けた製品開発
災害復旧時の倒⽊除去を想定した倒⽊伐採装置。
従来の⽳掘建柱⾞をベースとすることで、平時は⽳掘建柱
作業、災害復旧時はアタッチメントの装着により倒⽊伐採
作業に活⽤可能。

電気自動⾞に架装した狭隘地向け高所作業⾞。
関連業界の展示会でご意見を伺い、商品化に
向けて実証検証を計画中。

高所作業⾞のバッテリを可搬式とし、被災地への給
電を想定。
急速充電装置を備えた、燃料（プロパン／ディーゼル）
の異なるエンジン式発電機を⾞載した新しいコンセプ
トの移動式発電機⾞。
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　当社グループを取り巻く環境は、主力事業である特装⾞の国内販売は、経済活動の正常
化に向け、レンタル業界および電力業界を中心に先送りされていた設備投資に若干の回復
傾向は見られるものの、ほぼ前年同期と同水準で推移いたしました。
　一方、利益につきましては、鋼材および原材料価格高騰を始めとした急激な原価上昇に
対し、売価への反映を進めましたが、当期間においては十分に吸収するには至らず、また、
サプライチェーン正常化の遅れに加えトラックシャシ供給の混乱もあり、厳しい状況と 
なりました。
　この結果、当第2四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高は前年同期を17億31
百万円（7％）上回る270億92百万円となりました。利益につきましては、営業利益は前
年同期を1億48百万円（6％）下回る24億53百万円、経常利益は前年同期を1億48百万円

（5％）下回る29億11百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は
前年同期を1億18百万円（5％）下回る20億78百万円となりました。

2022年度第2四半期決算

第2四半期連結貸借対照表  （単位：百万円）

前期末
（2022年3月31日）

当第2四半期末
（2022年9月30日） 増減

流動資産 61,145 61,946 800

固定資産 29,414 29,226 △187

総資産 90,559 91,172 613

前期末
（2022年3月31日）

当第2四半期末
（2022年9月30日） 増減

流動負債 12,367 12,586 218

固定負債 2,148 2,218 70

負債 14,515 14,805 289

純資産 76,043 76,367 324

負債・
純資産 90,559 91,172 613

第2四半期連結損益計算書  （単位：百万円）

前第2四半期
自 2021年 4 月 1 日
至 2021年 9 月30日

当第2四半期
自 2022年 4 月 1 日
至 2022年 9 月30日

増減額

売 上 高 25,360 27,092 1,731

営 業 利 益 2,602 2,453 △148

経 常 利 益 3,060 2,911 △148

親会社株主に 
帰 属 す る 
四半期純利益

2,197 2,078 △118

（　　　 　　　）（　　　　　　 ）
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親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）
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1株当たり配当金         （単位：円）



5

トピックス

① 東京証券取引所プライム市場へ移行：４月４日

② つくばフォーラム：５月18～19日

③ 電設工業展：６月１～３日

2022年４月４日に東京証券取引所の市場区分再編により当社はプライム市場へ移行し、名古屋証券取引所におい
ては同日プレミア市場へ移行しました。

茨城県つくば市のNTTアクセスサービスシステム研究
所で開催された「つくばフォーラム2022」（主催：日本
電信電話株式会社様）に出展しました。開発中の倒⽊伐
採⾞やEV高所作業⾞、先進安全装置を展示し、当社の
取り組みを直接お客さまに紹介しました。

東京都江東区のビッグサイトで行われた、「第70回電設工業展」（主催：一般社団法人日本電設工業協会）に出展し
ました。多くのお客さまにご来場いただき、当社が取り組む活動テーマである「作業の安全」・「環境対応」・「災害
復旧支援」について詳しくご説明しました。
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④ 小学校社会科見学：10月～

⑤ 上尾CSCサービス工場新築工事：10月13日

社会貢献の一環として、上尾事業所において社会科見学の
受け入れを毎年行っております。当社事業を理解していただ
き、当社の社会貢献内容、安全や災害復旧活動に関しても
学び、そして記憶に残る場となるよう継続実施しています。

中期事業計画のテーマの一つである「サービス事業拡大」のスタートとして、上尾CSC（カスタマーサービスセン
ター）内でサービス工場新築工事に着工しました。

地鎮祭 完成イメージ（上尾CSC）



株主メモ
事 業 年 度 ４月１日～翌年３月31日
期末配当金受領
株 主 確 定 日 ３月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 ９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月
株主名簿管理人

三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座
管 理 機 関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

東京都府中市日鋼町1-1
電話  0120-232-711（通話料無料）

（郵送先）
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 
証券代行部

（ご注意）
 1． 株主様の 住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、

口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっており
ます。口座を開設されている証券会社等にお問い合せください。株主名簿管
理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合せください。なお、三菱UFJ信
託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいた
します。

公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL https://www.aichi-corp.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に公告いたします。）

上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場
名古屋証券取引所プレミア市場
証券コード：6345

単元未満株式買取・買増制度のご案内
当社の株式は１単元が100株となっており、単元未満株式（100株未満）については市場で売買できません。
ご所有の単元未満株式の売買をお考えの場合は、以下の制度をご利⽤ください。
●単元未満株式買取制度　単元未満株式を当社にご売却いただくことができます。
●単元未満株式買増制度　単元株式（100株）にするために、不足分を当社からご購入いただくことができます。
お手続きの詳細につきましては、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）までお問い合わせください。

特別口座の株式について
「特別口座」の株式は、単元株式（100株）であっても、特別口座のままでは市場で売買できません。
「特別口座」にご所有の単元株式について売買をお考えの場合は、「特別口座」から「証券口座」への株式のお振替をお願いいたします。
お手続きの詳細につきましては、三菱UFJ信託銀行までお問い合わせください。

株式に関するお手続きのお問い合わせ先
株式に関する各種お手続きの窓口につきましては、株主様の株式の所有状況によって異なりますので、ご注意ください。

ご所有されている株式の口座区分 お問い合わせ先

特別口座 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL 0120-232-711（通話料無料）

証券口座 口座を開設されている証券会社※

※ : 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行までお問い合わせください。

本書に含まれる将来に関する記述は、現在において入手可能な情報に基づき記載されたものであり、実際の業績は、
経済情勢・為替相場の変動等に係るリスクや不確実性により、記述と大きく異なる可能性があります。


